
　　　　　  　　　「早寝早起き朝ごはん」運動シンボルマーク　

   給食費の引き落としは6月１7日（金）です。お手数ですが前日までのご入金をお願いいたします。

令和4年5月31日

 練馬区立開進第四中学校

　　                                 　    ＊＊　給食費の納入について　＊＊

給食食材の主な産地について ～先月使用した食材～～

米…秋田県 卵…群馬県 ジャガイモ…鹿児島県 アスパラ…栃木県 たけのこ…九州・四国 メロン…熊本県

パン…国産・アメリカ産・カナダ産小麦 牛乳…東京都、群馬県、岩手県、青森県、秋田県、北海道、山梨県

６月１日は、国連食糧農業機関（FAO） が定める
「世界牛乳の日（World Milk Day）」です。日本で
もそれに合わせ、一般社団法人Jミルクが、６月１日
を「牛乳の日」、 ６月を「牛乳月間」と定めていま
す。牛乳や乳製品のよさを見直すとともに、酪農や
乳業に関して理解を深める機会にしましょう。

なぜ、給食には牛乳が毎日出るの？

成長期に必要な栄養素、特にカルシウム

がたっぷり含まれているからです。

…皮膚や筋肉、髪の毛など、
体をつくる材料になります。

…丈夫な骨や歯をつくる
のに欠かせません。

…目や皮膚・粘膜の健康、
成長促進などに関わります。

…エネルギーの代謝や、皮膚・
粘膜の健康に関わります。

牛乳の味が、いつもと違うよう

に感じることがあるのはなぜ？

牛乳の原料となる生乳は、乳牛が生み

出す“農産物”だからです。

牛乳の成分や味は、乳牛の品種や飼育方法の違

い、エサの種類、季節によって変わります。特に、

牛は暑さに弱いため、夏はエサを食べる量が少な

くなり、乳脂肪分や無脂乳固形分が減って、あっ

さりした味になります。また、牛乳自体の温度、

食事の組み合わせ、飲む人の体調

などによって、感じ方が

変わることもあります。

６月４日～10日は「歯と口の健康週間」です。食べ物を口に入れた後、あまりかまずに飲み込んでいませ
んか？ よくかんで食べると、食べ物の味がよくわかっておいしく感じられるだけでなく、肥満予防やむし
歯予防につながるなど、体にとっていいことがたくさんあります。軟らかいものばかりでなく、かみごたえ
のある食べ物を意識して取り入れましょう。




